
清川村における“研究テーマ”と“４つの柱”

幼・小・中の１２年間を見通した確かな学力と豊かな心の育成

～輝き・愛着・誇りを持って未来を支える「清川っ子」の育成を目指して～

幼稚園および各校の研究のテーマ・概要

【研究の講師】
大村 龍太郎 先生
（東京学芸大学

准教授）

≪成果（○）と課題（●）≫
○園・各校において、課題を解決するための研究を深めることができた。

○自己肯定感を高めるための教育活動の工夫・改善ができた。

○生きる力を育むためのICTの活用が積極的に行われた。

●幼・小・中の先生方がそれぞれの研究内容や、子どもたち

の活動を、積極的に「実際に見合う」ことが課題。

宮ヶ瀬中学校

緑中学校清川幼稚園

宮ヶ瀬小学校

緑小学校

【研究の講師】
飯窪 真也 先生

（教育環境デザイン
研究所 主任研究員）

【研究の講師】
田村 洋子 先生
（NPO法人日本わらべうた協会 会長）
山北町立岸幼稚園の先生方
本間 隆司 先生（清川村立緑中学校教頭）

【研究の講師】
川原田 康文 先生

（相模女子大学
小学部 校長）

【研究の講師】
大村 龍太郎 先生
（東京学芸大学

准教授）

「小学校との接続に向けた教育課程や
指導方法の工夫について」

～遊びを通した育ちと学びをつなぐ縦割り保育～

「知りたい！考えたい！伝えたい！」
～ICTを活用した緑小教育～

「自ら考え、表現する子の育成」
～主体的・対話的で深い学びを通して～

（極小規模校 宮小Ver．）

「極小規模校における協働学習の推進」

～学び合いによる理解の深化～

「主体的・対話的で深い学びの実現を目指した

指導方法の改善」

ﾄﾞﾛｰﾝを使って、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの学習
をした。障害物を避けて目的の場所
に着陸できるよう、ﾍﾟｱで協力し、
ﾐｯｼｮﾝをｸﾘｱできるよう試行錯誤しな
がら、楽しく学んだ。

「主体的・対話的で深い学び」の実
現に向け、教員は生徒の学びを予測
し、当日の実態を詳細に観察した上
で、授業改善に結び付ける研究協議
を行っている。

数学科の授業で、点の移動による
図形の面積変化を協働学習した。
ICT機器の活用で、効果的な学習が
できた。

ｸﾞﾙｰﾌﾟで話し合うときには、考えを
広げたり深めたりするためのﾂｰﾙと
してﾀﾌﾞﾚｯﾄを使用すると、伝える意
欲が高まる姿が見られた。

幼保小合同研修
“小学校教育との接続に
ついて意識しているこ
と、課題と感じること”
を校種を越えて協議。

◇各校での研修会の実施（研究授業・工夫ある研究協議）
講師招聘各校３～７回実施

◇きよかわ学びづくり推進連絡協議会の開催（年６回）
研究報告、学力・指導力向上に向けた施策の協議等

◇「きよかわ学びづくりハンドブック」を活用した学習環境の整備
◇家庭・地域との連携

「きよかわまなび通信」を年３回発行し、幼稚園、各小・中学校の
取り組み等を紹介

◇12年間の系統性を意識した学校間交流の実施
異校種間における授業交流・参観・研究協議へ参加

◇幼稚園・小・中学校教職員悉皆のICT教育研修会において、それぞ
れの実践の好事例を発表・交流した。
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幼・小・
中で連携
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